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1 は じ め に

福島県のリンゴの育種目標は,早生 。中生種の着色が不

良な気象条件であることから,収穫期が9月 上旬～10月 中

旬,着色が良好で,甘酸適和,日持ち性が高い品種を育成

することである。そこで,育種目標に則した特性を持つ交

雑組み合わせ (以下,家系という)を選抜し,交雑育種の

効率化を図る目的で,当試験場で交雑した実生の果実品質

に関するデータを用い,家系の形質の特性を類型化するた

め,主成分分析と因子分析を行った結果を報告する。

2試 験 方 法

は)分析に用いた家系と調査個体数

`ふ じ'を交配親とするグループ (以下ふじグループと

いう,表 1)と `ふ じ'以外の `ゴールデンデ リシャス'

(以下,`ゴ ールデン'と いう)等を親としたグループ (以

表 1 ふじグループ交雑家系の来歴及び調査個体数
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22 ゴールデン×千秋   38 29 はおずりXゴールデン  25
23 ゴールデン×ひめかみ 48 38 ひめかみ×さんさ    47
24 ゴールデン×ほおずり  64 39 ひめかみXTB4    75
25 千秋×ゴールデン   109 40千秋Xさんさ     58
26 千秋Xひめかみ    133 41 ほおずりX陽光

下その他グループという;表 2)に分けて,分析を行った。

0)調査形質

用いたデータは,家系 (交雑組み合わせ)ご とに平均値

を計算したもので,取 り上げた形質は生育日数,果重,糖
度 (Brix),硬 度 (マ グネステーラー ,ポ ンド表示),着色

(外観により果面の 7割以上が濃厚に着色 したものを多 ,

果面の 5割以上が淡い着色か又は果面の 3～ 7割が良好に

着色 したものを中,中未満の着色を少,着色無しを無と分

類),甘酸 (味覚により強酸,酸,中,甘に分類)である。

3 試験結果及び考察

0)主成分及び因子分析結果

ふじグループの第 1主成分は着色と糖度の関係を表す指

標で,着色無が多い家系で糖度が高い傾向を,第 1因子は

着色多で強酸の出現割合が高いことを示した。第 2主成分

は硬度と甘酸中の割合との関係を表す指標で,硬度が高い

家系で甘酸中が低 くなる傾向を,第 2因子は生育日数が長

いほど糖度・硬度が高いことを示 した (表 3)。 第 1因子

から着色多と強酸のリンクが強いことが推測されたが,着

色多と強酸の単相関から特異的な交雑m5を除いた場合 ,

相関は低 くなることから,花粉親の `錦紅'の特性がこの

関係に影響 していると考えられる。同様に第 2因子で示さ

れた生育日数と硬度の関係は,単相関で特異的であったNo

l,No12の 家系に影響されたと考えられた。

その他グループの第 1主成分は着色と酸との関係を表す

指標で,着色多が多くなるほど,酸の出現割合が多 くなる

傾向を,第 1因子は着色多と酸の出現割合が高いこと示 し

た。第 2主成分は着色と生育日数及び糖度の関係を示す指

標で,着色中の割合が高い家系では,生育日数が短 く,糖

度も低い傾向を,第 2因子は生育日数が長いほど糖度は高

くなるが着色中の割合が減少することを示 した。第 3主成

分は果重を表す指標,第 3因子では果重は大きくなるほど

甘酸中の割合が高くなるが,硬度は低下し,着色少の書1合

が高くなることを示すと解釈された 俵 4)。 その他グルー

プの因子については,単相関でも特異な家系は見られなかっ

たため,因子分析で示された関係は強いと考えられる。
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表2 その他グループ交雑家系の来歴及び調査個体数

帯 来歴 離最帯 来歴 稀
20 陽光×TB4

1 ふ じ×ビスタベラ
2 ふ じ×つ力ゞる

3 ふじ×迎秋
4 ふじ×紅玉

5 ふじX錦紅
6 3,じ X王林
7 ふ じXひめかみ

8 ふ じ×いわかみ
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表 3 リンゴふじグループ交雑家系形質の主成分と因子
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2)主成分スコア値による分類

お、じグループの第 1・ 第 2主成分スコアによる散布図で

は,交雑Nα l及 び交雑No12が特異的に糖度・硬度が低いグ

ループに分類された (図 1)。 一方,そ の他グループの第

1・ 第 2主成分スコアによる散布図及び第 1・ 第 3主成分

スコアによる散布図では,`千秋 'を交配親に用いた家系

が,着色多はやや少ないものの強酸・酸の出現頻度が少な

く,果重が小さいグループに分類された (図 2,図 3)。
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図3 主成分による家系の分類 (1996～99年 )

(そ の他グループ)
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`お、じ'を交配親とした交雑の場合,図 1か ら糖度・硬

度は中庸な家系を狙うこと,そ の他の交雑については,図

2, 3か ら着色が中庸で,生育日数がやや長く,硬度が16

ボンド以上で果重が大きい家系を狙うことで,良好な果実

品質を得られる可台をとが高いと思われる。その観点から
,

当試験場では,Nα 7,26,27の組み合わせで優良な形質が

発現されるものと推察された (図 1～ 3の○付近)。

注 因子分析は基準化バリマックス回転法による。

表4 リンゴその他グループ交雑家系形質の主成分と因子

注 因子分析は基準化パリマックス回転法による。
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